
告示日 平成２４年４月１９日 
野木町選管告示第９号 

   野木町選挙公報発行規程 
 
 （趣旨） 
第１条 この規程は、野木町選挙公報発行条例（平成２４年野木町条例第１０号。以下

「条例」という。）第７条の規定に基づき、野木町の議会の議員及び長の選挙におけ

る選挙公報の発行に関し必要な事項を定めるものとする。 
（掲載文の申請） 

第２条 野木町の議会の議員及び長の選挙における候補者（以下「候補者」という。）

が条例第３条第１項の規定による申請をしようとするときは、選挙公報掲載申請書（

別記様式第１号。以下「申請書」という。）に掲載文２通（同文のものに限る。）及

び候補者の写真２枚（同一原版によるものに限る。）を添えて、野木町選挙管理委員

会（以下「委員会」という。）に提出しなければならない。 
２ 前項の写真は、当該選挙の期日前３月以内に撮影した候補者自身の上半身、無帽、

無背景及び正面向きの写真で、縦９センチメートル、横６．５センチメートルの大き

さの縁なしの写真を用いるものとし、当該写真の裏面に候補者の氏名及び撮影年月日

を記載しなければならない。 
３ 第１項の規定による申請は、当該選挙の期日の告示があった日の午前８時３０分か

ら午後５時までの間にしなければならない。 
 （掲載文の作成） 
第３条 掲載文は、委員会が交付する選挙公報掲載文原稿用紙（別記様式第２号。以下

「原稿用紙」という。）に黒色の色素により色の濃淡がないように記載しなけらばな

らない。 
２ 掲載文は、通常文書に使用する文字、記号、符号及びけい線（以下「文字等」とい

う。）並びに図面、図表、イラストレーション及びこれらに類するもの（以下「図等

」という。）以外のものを使用して記載してはならない。 
３ 原稿用紙の氏名欄には、立候補届出書又は推薦届出書に記載された候補者の氏名（

公職選挙法施行令（昭和２５年政令第８９号）第８９条第５項の規定において準用す

る同令第８８条第８項の規定により通称使用の認定を受けたときは、その認定を受け

た通称）を縦書きで記載するものとする。この場合において、その振り仮名、所属党

派名、年齢、生年月日及び職業を併せて掲載することができる。 
４ 原稿用紙の掲載文欄には、写真の類を使用することはできない。 
５ 原稿用紙の掲載文欄に図等を記載する場合においては、これらの部分に係る面積の

合計面積は、掲載文を記載することができる部分の面積（写真欄及び氏名欄に係る面

積を除く。）のおおむね２分の１を超えてはならない。 



 （掲載文の訂正） 
第４条 委員会は、掲載文中に前条の規定に違反した部分がある場合、文字等が著しく

小さい場合、文字等が著しく大きい場合その他印刷が著しく不鮮明になるおそれがあ

ると認める場合は、候補者に対し当該掲載文の訂正を求めることができる。 
２ 委員会は、候補者が前項の規定による求めに応じない場合は、当該部分を選挙公報

に掲載しないことができる。  
 （掲載文の撤回又は修正） 
第５条 候補者は、既に提出した掲載文を撤回しようとするときは、選挙公報掲載文撤

回申請書（別記様式第３号）を委員会に提出しなけらばならない。 
２ 候補者は、既に提出した掲載文を修正し、又は写真を変更しようとするときは、選

挙公報掲載文修正申請書（別記様式第４号）に修正後の掲載文２通（同文のものに限

る。）又は変更後の写真２枚（同一原版によるものに限る。）を添えて、委員会に提

出しなければならない。 
３ 前２項の規定による撤回又は修正若しくは候補者の写真の変更は、第２条第３項に

規定する申請期間内にしなければならない。 
 （掲載順序を定めるくじ） 
第６条 条例第４条第２項の規定によるくじを引く順序は、第２条第１項の規定により

申請書を提出した候補者について、当該候補者の立候補の届出の受付順序とする。 
２ 前項のくじを行う日時及び場所は、委員会があらかじめ告示するものとする。 
 （選挙公報の体裁等） 
第７条 選挙公報は、別記様式第５号に準じ、候補者から提出された掲載文及び写真を

原文のまま写真製版により黒色で印刷するものとする。この場合においては、委員会

は、掲載文及び写真を拡大し、又は縮小して印刷することができる。 
２ 候補者は、選挙公報の印刷の体裁等について指定することができない。 
３ 委員会は、選挙公報の余白に選挙に関する啓発、周知等の事項を掲載することがで

きる。 
 （選挙公報への掲載の中止） 
第８条 選挙公報への掲載を申請した候補者が死亡し、立候補の届出を却下され、候補

者たることを辞退し、又は候補者たることを辞退したものとみなされた場合において

は、当該候補者の申請に係る掲載文の選挙公報への掲載は中止する。ただし、選挙公

報の印刷に着手した後は、この限りでない。 
 （選挙公報の訂正） 
第９条 選挙公報の印刷に誤りがあったときは、委員会は直ちに訂正の告示をするもの

とする。 
 （掲載文等の返還の制限） 
第１０条 委員会に提出された掲載文及び写真は、第５条第１項及び第２項の規定によ



る撤回又は修正若しくは候補者の写真の変更の場合を除くほか、いかなる場合にもこ

れを返還しない。 
 （その他） 
第１１条 この規程に定めるもののほか、選挙公報発行に関し必要な事項は、委員会が

別に定める。 
 
   附 則 
 この告示は、公布の日から施行する。 


